
 
 

1. 違いを楽しみ、力にかえる 

(ダイバーシティ時代を生きる力/国際化時代を生きる力/生きる力を育む） 

私たちは、周りの「違い」と「変化」しかない世の中で生き、生かされていて、そこから逃れること

はできません。多様性と環境の変化を受け入れることが人間としての豊かさを育みます。多文化共生

は、「する・しない」「したい・したくない」という選択ではなく、「どのように共生し、どのような

社会を目指すのか」という事柄として捉え、「違い」と正しく関わり、「違い」を受け入れて、「違い」

を力に変える。価値観の多様性が、新たな豊かさや活力を生み出します。 

 

2. 日本で知った幸せの値段 ～幸せになる方程式～ 

スリランカに生まれ、日本に住んで 30 年。違いを受け入れ、周囲の人たちとつながることがいかに

大切かを中心に、これまでの日本での経験を節目ごとに「幸せの値段」と表現し、文化の違いや日本

での発見を消費者・生活者の目線で語ります。また、今までの社会的企業やゲストハウスなどの経営

を通じて、利用客や近隣住民との交流で気づいた本当の日本のすばらしさ、日本と外国の価値観の違

いなども合わせてお話しいたします。 

 

3. 地域活性化にダイバーシティ（多様性の）視点を 

違いや変化の有効利用こそが今の日本の最大の課題です。同級生、地域住民、仕事の同僚が外国人で

あることが当たり前の時代。「違い」がある者同士が、違いについて語り合い、刺激し合い、学び合

い、持続可能で、笑顔が溢れる職場や社会にする、会社と個人の成長のための「違い」との正しい付

き合い方とは何か。観光事業、地域振興の視点も含め、外国人なども含め自分たちとは違う仲間を迎

えることに迷っている地域社会、企業、団体にもヒントとなる（ような）提言いたします。 

 

4. 共に笑う ～新時代のコミュニケーション 

なぜコミュニケーションが必要なのか。それは私たちの周りには同じというものがなく、違いしかな

いからなのです。新時代のコミュニケーションとは何か、何に気をつけるべきなのか。普段生活して

いる家庭や職場、地域社会のなかで、共に生き、共に笑える人生を送るために、「違い」と「変化」

と正しく向き合いましょう。「違い」についてよく学び、育ち、活かし、成長につながっていくこと

で、それぞれの「発展」、「平和」、「持続可能性」や「笑顔」が待つ、〝新″時代をつくっていきまし

ょう。 

 

5. 世界で初めて女性首相が誕生したスリランカからのことづけ 

日本で、女性活用やダイバーシティなどが叫ばれて久しいが、まだまだ課題が山積みである。世界で

初めて女性首相が誕生したのは、私の母国でもあるスリランカです。それも今から 50 年以上も前の

1960 年。世界で母と娘が国家首脳になった唯一の国もまたスリランカと言うことになります。ダイ

バーシティ＆インクルージョン（多様性と包摂）を学ぶに関して「スリランカ」ほど優れた教科書は

ない。教師としても反面教師としてもスリランカから日本が学べることが満載です。「世界一の親日

国」スリランカからのことづけに少し耳を傾きませんか。 

 

6. 日本人と象さん 

日本人とゾウさんとの関わりの歴史は実に面白い。長きにわたって日本人に夢と希望と元気と癒し

を与え続けてき象さんたち。日本に住んでいる最高齢のゾウさんをご存知でしょうか。それは東京の

多摩動物園に住んでいあるアヌーラーなのです。６０年以上も前にスリランカからやってきた彼、こ

の長老は、日本に何を伝えようとしているのだろうか。そこには今の時代が最も欲して止まない「多

様性と包摂」のメッセージがあリます。日本と象さんの歴史などと合わせてアヌーラが喋らずして

我々に伝えているメッセージを分かち合いませんか。 
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